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第４章 再整備方針 

 

１ 公園再整備と連携するまちを元気にする視点 

ファン・プロジェクト・まくべつでの意見交換を踏まえ、明野ケ丘公園再整備と連携するまちづく

りの視点を以下のようにまとめました。 

 

（１）公園再整備と連携するまちを元気にする４つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

（２）公園の活性化につながる３つのゾーニング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 幕別の自然と農業による美しい風景と美味しい食を楽しみ大切にするまち  

２ 子どもがのびのびと育つまち 

３ 企業と連携して取組むまち  

４ 幕別の魅力や情報を上手に発信できるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明野ケ丘公園 

農の拠点ゾーン 
まくべつの美味しい資源が集積する場所を、町民や町外の

人たちにも広く知ってもらい、食べて、体験して、五感で

まちの良さを感じてもらうゾーン。 

賑わいの場ゾーン 

歴史の森ゾーン 

まくべつの市街地を元気にするために、空き店舗などを活

用し、若者の居場所づくり、子ども達だけで立ち寄れる居

場所づくりをし、賑わいづくりに取り組むゾーン。 

まくべつのまちの歴史を語るにふさわしい歴史的建築物な

どの地域資産を有効活用し、地域の歴史文化を学ぶ場とし

て、また豊かな緑の空間を生かして散策などのレクリエー

ションの場として活用するゾーン。 

・公園とまち、各ゾーンとゾーンを結び、交流と滞留を生

む環境と関係づくり 
・まくべつモビリティの仕組みと動線。 つながる・まくべつ 
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（３）ゾーニング図と実現のアイディア 

当該公園と各ゾーンをつなぎ、人の流れと滞留を生む、公園の再整備がまちの取り組みと連携するこ

とで幕別を元気にするアイディアを整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農協施設との連携 

幕別のものが集まる場 

農の拠点ゾーン 

歴史の森 
ゾーン 

賑わいの場 
ゾーン 

地域資源

を活かし

た賑わい

づくり 

まちづく

りの担い

手 
育成  

人と地域

の交流の

場を創造 

幕別なら

ではのス

ポーツを

活かした

花で 
おもてな

し 

夜も 
明るく 
輝くまち 

明るく素

直な子ど

もが育つ

環境を守

地域全体

で子ども

を 
育ててい

若者の 
居場所 
づくり 情報発信 

拠点づく

り 

地の利を

活かした 
賑わい 
づくり 

ワークシ
ョップで
のアイデ
ィア 

つながる・まくべつ 

まちと公園をつなぐ 

人の滞留と交流を生みだす 

仕組みづくり 

歴史ある場所 

としての活用 

夕日の 
スポット 

地域で子どもを育てる 

子ども達だけでも 

立ち寄れる居場所づくり 

（若者の居場所も） 

まち歩き 
ＭＡＰ 

健康ウオ

ーキング 
コース 

まくべつ 
モビリテ

ィ  

マルシェ 
農業体験 

明野ケ丘公園 

!! 

子ども達に地域の 

魅力を知ってもらう 

取り組み 
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２ 公園再整備の方針 

ファン・プロジェクト・まくべつの意見交換で顕在化した公園の課題と再整備に対する要望を踏ま

え、公園再整備の考え方を以下のようにまとめた。 

 

（１）公園再整備の課題 

 

 

 

（２）公園再整備への要望 

 

 

 

 

 

 

 

（３）公園再整備の基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）基本的な方針を実現させるための４つのゾーニング 

 

  

●感染症にも対応する公園 ●季節を楽しむ花がある公園 ●多様な主体との連携 

●バリアフリーな公園 ●ユニバーサルデザインの公園 ●新たな活用を受け止める公園 

●子育て世代に来てもらえる ●他の公園との差別化 ●自然を感じる公園 

●自然を楽しむ公園 ●カシワを生かした取り組み ●公園全体を健康づくりの場に 

１ みんながつながるきっかけとなる公園 

  ・様々なイベントを楽しめる空間の提供を図る 

  ・子どもたちのために多くの人が関われる空間づくりを行う 

２ 自然の中で四季をゆっくり楽しめる公園 

・明るくきれいで、自然環境が充実した五感を刺激する 

空間づくりを行う 

３ つくりすぎない可変性のある公園 

・今あるものを活用する 

・時代のニーズに対応する整備を行う 

●施設の老朽化 ●認知度の不足 

賑わいと交流ゾーン 
様々なイベントの利用や多様な活動拠点となる基盤を

備えたゾーン。 

自然環境を活かしたゾーン 

斜面を活かした 
アクティビティーゾーン 自由に遊べ、新しい活用にチャレンジするゾーン。 

既存樹木の適切な管理に重点を置きつつ、斜面を活か

して多目的な活用を創造するゾーン。 

森を楽しむ健康ゾーン 
緑豊かな樹林地で身体を動かし様々な野外体験を創出

するゾーン 
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■ゾーニング図 

 

  

斜面を活かした 

アクティビティーゾーン 

自然環境を 

活かしたゾーン 

森を楽しむ健康ゾーン 

賑わいと交流 

ゾーン 
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３ 施設整備の具体的な方向性 

 

（１）各ゾーンの整備内容 

施  設 目  的 

整備段階 

Ⅰ
期
段
階 

Ⅱ
期
段
階 

備考 

① 駐車場 
公園の多目的利用を図るため、適正な駐車場
の規模と園内の動線を考えた配置 

● 
  

② 遊戯施設 
年齢に応じた遊具を親子がくつろげるように
配置 

●
●   

③ 屋根のある 
スペース 

酷暑時や降雨時にイベントや人が集えるよう
な半屋外空間  

● 
活用・運営方法が決まっ
た段階 

④ 屋内施設 親子が四季を通じて楽しめる空間 
 

● 
活用・運営方法が決まっ
た段階 

⑤ トイレ 
きれいで、誰もが使い易いトイレを園内に数
箇所設置 

● 
  

⑥ エントラン
ス（出入口） 

解り易く明るい印象を与える公園の出入り口
を設ける 

● 
  

⑦ メイン 
アプローチ園路 

キッチンカーなど多目的な利用が可能となる
機能を持たせた園路 

● 
  

⑧ サブ 
アプローチ園路 

ベビーカーや車椅子でも利用しやすい緩やか
な勾配での園路で、園内エリアを連絡する 

● 
  

⑨ 散策園路 
利用する人の体力や目的に対応する動線や路
面とし、機能の向上を図る 

● ● 
初期段階から 
段階的に整備 

⑩ インフォ 
メーション施設 

公園へのアクセスやイベント情報、わかりや
すく園内を案内する 

● 
  

⑪ ガーデン 
公園からの景色やピラ・リを活用し季節の花
を楽しめる映える空間  

● 
活用・運営方法が決ま

った段階 

⑫ 既存樹木 
密度調整により林内を明るくする等、園内

の明るく快適な空間を点在させる 
● ● 

初期段階から 
段階的に整備 

  

【凡例：整備施設のゾーン】 
●活用拠点ゾーンに配置予定 
●森を楽しむ健康ゾーンに配置予定 
●斜面を生かしたゾーンに配置予定 
●様々なゾーンに配置予定 
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（２）基本計画ゾーニング図 
 

  

 

斜面を活かした 

アクティビティーゾーン 

森を楽しむ健康ゾーン 

自然環境を 

活かしたゾーン 

賑わいと交流 

ゾーン 
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（３）ゾーンごとの活用のアイディア

公園全体に関わる活用のアイディア 

ハード面 ハード 
ソフト 
両面 

ソフト面 

他のコースとの差別化 
メリハリをつけた 
パークゴルフコース 
初心者向け専用など 

季節を楽しむ花 

クロススキー 
アイスクロス 

ノルディックウオーク 
ハーフパイプ 
歩くを楽しむ 

BMXコースの拡大など 

感染症にも 
対応する公園 

（長いベンチなど） イベント時に 
合わせた 
係留気球 

ピクニックシートで 
食を楽しむ 

飲みながら 
企画会議など、 
自分が楽しむ 
食のイベント 

子育て世代に 
来てもらえる施設整備 
（屋内遊戯施設） 

多様な主体との連携 
活用のしかた 
管理のしかた 
維持のしかた 

参加型でつくる 
アートスペース 
ライブイベント 
音楽イベント 

着物のファッションショー 

♫ 

0 
自然を感じる、自然を楽しむ 
カシワの葉を生かした取り組み 

・カシワ料理 
・カシワアート 
・カシワスモーク 

屋根のある休憩スペース 
WSもできる 

カフェ、ショップ 
レンタルなど 

地元のものを 
食べられる楽しめる 

場づくり 

周遊散策路 
公園全体を健康づくりの 
スポーツコースに 

（初心者からアスリートまで） 

賑わいと交流ゾーン 

森を楽しむ健康ゾーン 

自然環境を活かしたゾーン 

斜面を活かしたアクティビティーゾーン 

つながる・まくべつ 
まちと公園をつなぐ 
・健康ウオーキング 
コースづくり 
・交流を生む 

まくべつモビリティ 

ベビーカーや車椅子も 
利用しやすい園路づくり 

イベント時に 
飲食や物販ができる 

仮設のイベントキャビン 
休憩やデイキャンプ、 
ワーケーションなどにも 

活用できる 
仮設のアクティブキャビン 

収益を上げる工夫 
（使用料の徴収など） 
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